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NY マーケットレポート（2017 年 3 月 2 日） 

 

NY 市場では、米国の早期利上げ期待の高まりを背景に、ドルは序盤から主要通貨に対して堅調な動きとなりました。また、パウエル FRB 理事

が「3 月の利上げを実施する論拠がそろってきた」と発言したことも影響した。その後は、3 日に予定されているイエレン FRB 議長など、複数の当

局者の発言を控えて様子見ムードも強まり、限定的な動きが続いた。 

一方、米債券利回りも上昇しており、特に、政策金利の動向に敏感な 2年債利回りは 1.33％まで上昇し、2009年 8月以来約 7年 7 ヵ月ぶりの

高水準となった。なお、米金利先物市場における 3 月の利上げ予想確率は、2 日時点で 90％（前日 80％）、5 月は 91％（83％）、6 月は 96％

（90.2％）まで上昇している。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 22.3 万件（予想 24.5 万件・前回 24.2 万件） 

前回発表の 24.4 万件から 24.2 万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 206.6 万人（予想 206.0 万人・前回 206.3 万人） 

前回発表の 206.0 万人から 206.3 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/02/25・・・223,000・・・-19,000・・・234,250・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/02/18・・・242,000・・・ +4,000・・・240,500・・・・2,066,000・・・・1.5％ 

17/02/11・・・238,000・・・ +4,000・・・245,000・・・・2,063,000・・・・1.5％ 

17/02/04・・・234,000・・・-14,000・・・244,750・・・・2,077,000・・・・1.5％ 

17/01/28・・・248,000・・・-12,000・・・248,500・・・・2,079,000・・・・1.5％ 

17/01/21・・・260,000・・・+23,000・・・245,750・・・・2,063,000・・・・1.5％ 

17/01/14・・・237,000・・・-12,000・・・247,500・・・・2,103,000・・・・1.5％ 

17/01/07・・・249,000・・・+12,000・・・257,000・・・・2,059,000・・・・1.5％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比-1.9 万件の 22.3 万件となり、3 週ぶりに減少し、1973 年 3 月 31 日以来、約 44 年ぶりの低水準となっ

た。そして、節目となる 30 万件を 104 週連続で下回っている。申請件数の 4週移動平均は、前週比-6250 件の 23 万 4250 件となり、1973

年 4 月 14 日以来の低水準となった。 

また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比 +0.3 万人の 206.6 万人となり、3週ぶりに増加。受給者数の 4週移動平均は、

前週比+750 人の 207 万 1250 人。受給者比率は、前週比横ばいの 1.5％だった。 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月カナダ GDP（前月比） 0.3％（予想 0.3%・前回 0.5%） 

前回発表の 0.4％から 0.5％に修正 

 

4Q カナダ GDP（前期比年率） 2.6％（予想 2.0%・前回 3.8%） 

前回発表の 3.5％から 3.8％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 
出所：Net Dania 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月メキシコ景気先行指数 -0.20（前回 -0.19） 

前回発表の-0.09 から-0.19 に修正 
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出所：Bloomberg 

 

 

0：55 

≪ 要人発言 ≫ 

パウエル FRB 理事 

 

・「グローバルリスクは弱まった（欧州や日本について言及）」 

・「インフレ目標にかなり近づいている」 

・「3月利上げは協議の対象となった」 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、ブレイナード FRB 理事が前日の講演で、早期の追加利上げが妥当との見解を示したことなどを手掛か

りに、FOMC で利上げが決まるとの観測が一段と強まり、売りが続いた。米週間失業保険申請件数が市場予想より少なかったことも、圧

迫材料となった。政策金利の動向に敏感な 2年債利回りは、3bp 高い 1.32％まで上昇し、2009 年 8 月以来約 7年 7ヵ月ぶりの高水準と

なった。 

 

午前の利回りは 30 年債が 3.09％（前日 3.06％）、10 年債が 2.49％（2.46％）、7 年債が 2.32％（2.29％）、5 年債が 2.03％（1.99％）、

3年債が 1.60％（1.57％）、2年債が 1.32％（1.29％）。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、企業の業績改善期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。しかし、前日の急伸で利益確定売りも出ており、小

幅安となった。英 FT100 指数は、一時取引時間中の最高値を更新する場面もあった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 17.10 ドル安の 1オンス＝1232.90 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、米 FRB が今月の FOMC で追加利上げに踏み切るとの観測を背景に、金を売る動きが続いた。また、ドルが主要通貨に対して上

昇したことも、圧迫要因となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.22 ドル安の 1バレル＝52.61 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、前日発表された米原油在庫の増加が引き続き材料視されたほか、ロシアの 2月の原油生産高が 1月からほぼ横ばいだったと

の報道を受けて、OPEC と合意した協調減産が守られていないとの懸念が広がったことが圧迫要因となった。 

終値ベースでは、2月上旬以来約 3週間ぶりの安値となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米失業保険申請件数が約 44 年ぶりの低水準だったことを好感する買いが入る一方、前日の主要株価が大幅上昇となった

ことを受けて、利益確定の売りも出るなど、序盤から売り買い交錯するもみ合いの動きとなった。 

その後は、翌日に予定されている FRB 議長などの発言を控えて調整の動きが強まり、主要株価は軟調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の早期の利上げ期待が引き続き材料視され、米債券利回りの上昇が続いたこともあり、序盤からドル買い・円売

りが続き、クロス円も堅調な動きとなった。その後は、翌日の米当局者の発言予定を控えて様子見ムードが強まっていることや、米株

価が軟調な動きとなったことから、限定的な動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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